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2020年度 第 7回 助成校決定  

この度、各地の学校からの応募の中から審査会での選考を経て今年度の助成校 24校が決定いたしました。 

助成校には 10万円/校を支援します。 

助成校の先生方は 2020 年 9 月 24～25 日に開催されるオンライン教員研修会に参加します。被災地の経験と教

訓を活かした教育実践等の学びを活かして、各学校、地域において防災・減災教育の実践に取り組みます。 
 
【2020年度 助成校一覧】 

  

 
   ＜文部科学省後援事業＞ 

都道府県 学校名 活動テーマ 

宮城県 気仙沼市立鹿折中学校 『あの日，あの時…未来へ～11人の避難行動から見えてきた３・１１～』 

 宮城県多賀城高等学校 自他の命を守り，震災の経験を語り継ぐ～地域に貢献する防災教育～ 

福島県 只見町立只見中学校 地域防災合同訓練における生徒の関わりについて 

東京都 多摩市立多摩中学校 ソーシャル・キャピタルで学びを止めない防災・減災教育の創造 

 東京都立杉並総合高等学校 地震発生時に対応できる力を身に付け、減災に取り組む生徒の育成 

神奈川県 川崎市立上作延小学校 Shine Smile 上作延 ～わたしたちにできる事・上作防災守り隊～ 

 川崎市立新作小学校 防災・減災を考える～「問い」を活かした授業で防災・減災に迫る～ 

 茅ケ崎市立浜須賀中学校 自助から互助へ～減災を自分事に、皆事に～ 

山梨県 山梨学院小学校 
低中学年児童も防災・減災に関する知識に日常的に触れることができる学

習環境づくり 

長野県 安曇野市立堀金中学校 命を守るために～災害、防災について調べ、発信しよう～ 

 長野県上田養護学校 タイムライン（学校防災計画）と（防災ポーチを中心とした）防災授業 

愛知県 犬山市立楽田小学校 
教科に関連した地域教材を活用することで、自然災害が身近に感じられるこ

とを目指して －理科学習をベースにしたカリキュラムマネジメントー 

 安城市立明和小学校 三河地震を調べ、その経験を防災に生かす総合的な学習の時間 

 大治町立大治南小学校 
自分の命を守り、助け合って生き抜くことができる児童の育成～SDGｓの視

点で防災・減災を考える～ 

 愛知県立一宮東特別支援学校 地域防災ネットワークプロジェクト～避難体験をしよう～ 

大阪府 箕面こどもの森学園 『災害時に生き抜く力』を育む防災教育 

兵庫県 神戸大学附属小学校 ICT機器を用いた小学校低学年児童の避難行動決定プロセスの解明 

 神戸大学附属中等教育学校 
DR3（Disaster・Reconstruction・Reduction・Resilience）活動と課題探求の防

災・減災ネットワークによる支援 

和歌山県 和歌山県立和歌山商業高等学校 時代を担う若者たちの協働～校種・障がいを超えて～ 

広島県 東広島市立三津小学校 自分や家族、隣人の命を守るために、三津っ子にできることをしよう！ 

愛媛県 愛媛県立今治特別支援学校 愛媛の番です。知ろう身の回り！守ろう自分の命！～災害に備えよう～ 

福岡県 大牟田市立みなと小学校 自助、共助の力を身に付ける減災教育プログラム 

 大牟田市立白川小学校 学校と地域がつながる防災・減災教育 

沖縄県 沖縄県立八重山特別支援学校 
地域と共に考える緊急地震速報システムを活用した避難訓練・防災教育 

～障害のある人とともに学ぶ防災教育～ 

 



 

2020年度  

アクサ生命様より寄付金をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 7月 7日（火）、アクサ生命保険株式会社様（以下アクサ生命）による「アクサ ユネスコ協会 減災

教育プログラム」等の事業に対する寄付金の贈呈式が、アクサ生命保険株式会社の会議室で行われました。 

 

贈呈式では、アクサ生命安渕聖司代表取締役社長兼 CEOより、当協会連盟鈴木佑司理事長へ寄付目録を贈呈

いただき、続いて、鈴木理事長より安渕社長兼 CEOへ感謝状を贈呈いたしました。 

 

安渕社長兼 CEO からは、「減災教育プログラムの参加者は 5 万人にのぼり、このプログラムは減災を伝える

ことに大きく貢献している。各校の実践は様々な自然災害を対象としており、どれも素晴らしい取り組みで

ある。」とのお話をいただきました。 

 

また、幸本智彦同社副社長兼ﾁｰﾌﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝｵﾌｨｻｰからは、「このプログラムは、教育という形になってい

るからこそ学校で減災の取り組みも持続可能になっている。そのようなプログラムに貢献できていることは

嬉しい。今後も支援していきたい。」とお話しをいただきました。 

 

アクサ生命様は、「みらいをつくろう」をテーマに東日本大震災の復興支援に取り組んでおり、「アクサ ユ

ネスコ協会 減災教育プログラム」への支援とともに「ユネスコ協会就学支援奨学金」への支援ともあわせ、

当協会連盟が行う、未来を担う子どもたちが安心して学び、夢を育むことのできる環境づくりを応援いただ

いています。 

 

当協会連盟は、今年度もアクサ生命様とともに学校の減災教育の支援に取り組んでまいります。 

 

左）日本ユネスコ協会連盟鈴木理事長 右）アクサ生命安渕社長兼 CEO 


